
⑨ 「 督 五 型 U 臼 ゆ 」 【 叫 抽 肝 口 争 涼 調 C N e ノ 叫 叫

　
　

凶
申

田
．

L
I》

手
桝

白
し
！

l口

　
1
1醸

9騨
‘

コ
勅

Ll
曲
り
鰍
．
）
β

鵡
坤
庶
〕
面
瀧
醐
￥
由
旧

に
1締

酬
！

＞

し
三
面
団
げ
岨
捌
1」

～
ン

鼎
朕

）
虹

昭

と
　

）
：
め
「
．
＋
I　

I　
IL
Nメ

†
　
　
／
㈹
〉
ト
　
I　

L掬
凛
王
fワ

↓
掬
q
l＞

　
．
1岨

叫
β
δ
頭
1
こ
嚇

ゴ
樹

齢
に

痴

刷
舳
・

悩
猷

』
i）

［
li

．
1刊

1］
胴

uむ

［
・

ゆ
舳

い
則

酬
～

月
凶

吟
［

卵
く

蜘
1（

ナ
，

　
“

d1
3
謹

謝

…
嗣
齢
鵬
醐

砦
鳶

　
　

；
π

・
・

難
聴
こ
「
・
嘗

鉱
｝
や
誤
嬉

・
ガ
＄
討

Z ρ U ω ◎

∂

」 弓

b 弓 即 ． O ひ

照 b 曲

二 二 ニ ニ 二 二 ニ 二 二 ニ 　 ニ ョ 二 二 ニ ニ 二 二 ニ 　 　 ニ ニ ニ ニ 二 二 二 二 ニ ニ 　 ニ ニ 二 二 ニ ニ ニ ニ ニ ニ 　 二 二 ニ ニ ニ ニ ニ ニ ニ ニ 　 ニ ニ ニ ニ 昌 昌 ニ ニ ニ ニ 　 ニ ニ ニ ニ 二 二 二 二 ニ ニ 　 ニ ニ ニ ニ ニ ニ ニ ニ ニ ニ 　 ニ ニ ニ ニ ニ ニ ニ ニ ニ ニ 　 ニ ニ ニ ニ ニ ニ ニ ニ ニ ニ 　 ニ ニ ニ ニ ニ ニ ニ ニ ニ ニ 　 ニ ニ

凝 猷 圃 罪 過 矧 m 事 鶉 矧 垂 目 　 論 湘 議 醐 錨 H m 「 ⊂ D o ⊃ － 巴 ＝

＝ 三 ＝ ニ 一 一 ≡ 一 ≡ 一 ＝ ≡ … 一 ＝ ニ ≡ ＝ 　 一 ≡ 一 一 一 ≡ 一 ≡ 一 一 一 三 一 二 ≡ ＝ 一 一 一 一 ； ≡ ≡ 一 ≡ ≡ ≡ ＝ … ； 一 一 一 … ＝ ＝ ＝ ≡ 一 一 一 一 一 「 ≡ ≡ ； 一 ≡ 一 一 ≡ ＝ 一 ≡ ＝ ； ＝ ≡ ≡ ≡ 「 ≡ ≡ 一 三 三 ＝ ≡ 　 ≡ ≡ ； … ＝ ≡ … 一 一 ≡ 一 ≡ ≡ 一 三 二 三 一 ＝ ；



　　　　　　　鞘ど弓ごり噌

完成〃
野川流域木材加工団地
　　　　　　　造成工事

　2月23日耳川流域木材加工施設用地造成工事の竣工式が行なわれました．

　現地での引渡式では、竣工記念碑の除幕式の後、堂薗作業隊長の作業経過説明、完成引渡書及び確認受領書交

換、感謝状・記念品の贈呈が行なわれました，中央公民館での祝賀会では、県・自衛隊・関係市町村議会議長代

表の祝辞をいただき木材加工団地の発展を祈念しました．

陸上自衛隊が平成5年度から3ケ年で造成☆★★

7

＼

総面積二62，000m・

総事業費＝1億5千5百万円

事業主体＝三川林業振興協議会
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至日向市・西郷村

　
耳
川
流
域
の
豊
富
な
森
林
資
源
の
有
効
活
用
と
加
工
・
流
通
の
一
大
拠
点
．
つ
く

り
を
目
指
し
て
、
耳
川
林
業
振
興
協
議
会
が
自
衛
隊
に
委
託
し
て
造
成
し
て
い
た

も
の
で
す
。

　
本
団
地
は
川
上
、
川
下
の
木
材
産
業
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
生
産
体
制
を
整

備
し
て
い
る
全
国
で
も
先
進
的
な
団
地
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
既
に
操
業

中
の
耳
川
林
業
事
業
協
同
組
合
と
県
森
林
組
合
連
合
会
は
新
た
な
製
材
工
場
や
乾

操
施
設
等
を
増
設
す
る
計
画
の
よ
う
で
す
。

　
今
回
の
完
成
は
、
こ
う
い
つ
た
木
材
産
業
関
連
施
設
の
集
積
や
、
耳
川
材
の
安

定
生
産
・
需
用
拡
大
等
の
木
材
供
給
基
地
づ
く
り
に
】
層
の
弾
み
が
っ
き
、
ま
た
、

林
家
の
収
益
還
元
に
結
び
つ
く
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲陸上自衛隊第2施設群長から

　完成引渡

▲町から作業隊長へ感謝状

惣
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▲作業隊員の皆さん▲祝賀会々場

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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次のような結果となりまし7年度の各種検診について、

検診を受けるようにしましよう．イノ

　
　
　
　

成
年

平
着

　
健
康
診
査
は
、
一
、
一
一
五
名
の

受
診
者
の
う
ち
、
八
九
六
名
（
八
（
一
）

・
四
％
）
が
指
導
又
は
、
病
院
で
の

診
察
が
必
要
で
し
た
。

　
結
核
検
診
は
、
】
、
七
八
四
名
の

受
診
者
の
う
ち
、
六
九
名
（
三
・
几

⊃住民基本健康診査（対象者は、40歳以上の町民全貝）

寺迫 三瀬 小野田 鶴野内 迫野内 八重原 田野 羽坂 仲深 坪谷 越表 下渡川 合　計 受診率

対象者 345 403 331 332 199 65 106 175 162 318 140 38 2，614

受診者 205 137 119 98 117 32 71 70 71 111 62 22 1，115

42．7

受診率 59．4 34．0 36．0 29．5 58．8　49．2 67．0 40．0 43．8 34．9 44．3 57．9

D結核検診（対象者は、16歳以一bの町民全員

対象者
517 545 472 464 260 92 145 249 219 393 161 45 3，562

受診者
320 250 178 195 137 42 75 120 131 218 93 25 1，784

50．1

受診率 61．9 45．9 37．7 42．0 52．7 45．7 51．7 482 59．8 55．5 57．8 55．6

⊃胃集団検診（対象者は、40歳以上の町民全員

％
）
が
精
密
検
査
が
必
要
で
し
た
、

　
胃
集
団
検
診
は
、
七
二
九
名
の
受

診
者
の
う
ち
ゴ
五
五
名
（
三
　

三
％
）
が
精
密
検
査
が
必
要
で
し
た
。

　
婦
人
検
診
は
、
四
八
一
名
の
受
診

者
の
う
ち
、
四
駅
（
C
・
．
八
％
）
が

対象者 392 450 350 372 212 74 122 202 174 336 141 38 2，863

受診者
100 46 80 ・　91 96 22 35 58 49 97 43 12 729

25．5

受診率 25．5 10．2 22．9 24．5 45．3 29．7 28．7 28．7 28．2 28．9 30．5 31．6

：D婦人検診（対象者は、30歳以上の町民女性）

対象者 257 296 263 247 136 59 76 128 l19 222 85 21 1，909

受診者 89 45 70 70 52 16 20 18 34 40 18 9 481

25．2

受診率 34．6 15．2 26．6 28．3 38．2 27．1 26．3 14．1 28．6 18．0 21．2 42．9

〔D大腸ガン検診（対象者は、40歳以上の町民全員

対象者
426 494 407 421 234 96 137　　215 196　　379 146 40 3，191

受診者
326 242 214 226 234 58 77　　126 124 193 93 27

　　　　　　60．8
k940

受診率 76．5 49．0 52．6 53．7 100 60．4 56．2　58．6 63．3 50．9 63．7 67．5

精
密
検
査
が
必
要
で
し
た
．
．

　
大
腸
ガ
ン
検
診
は
、
　
一
、
九
四
C

名
の
受
診
者
の
う
ち
、
一
瓦
九
名
2

C
・
三
％
）
が
精
密
検
査
が
必
要
で

し
た
、

　
大
腸
ガ
ン
検
診
、
胃
集
団
検
診
を

受
け
た
中
か
ら
、
精
密
検
査
が
必
要

で
「
ガ
ン
一
と
診
断
さ
れ
手
術
さ
れ

た
方
が
数
名
お
ら
れ
た
よ
う
で
す
，

　
「
検
診
は
、
転
ば
ぬ
先
の
杖
一
必

ず
受
け
て
だ
さ
い
．
．

※上記の対象者数は、事業所・病院等で受診された方は含まれていません、

弓
鳴
処
理
浄
化
槽
毅
置
に
補
助
金
1
1
”

　
近
年
、
環
境
汚
染
の
原
因
の
ひ
と

つ
に
家
庭
よ
り
排
出
さ
れ
る
生
活
雑

排
水
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
本
町
で
は
美
し
い
環
境

を
保
全
す
る
た
め
平
成
五
年
度
か
ら

し
尿
と
生
活
雑
排
水
を
併
せ
て
処
理

す
る
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る

者
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

一、

竢
舞
ﾎ
象
地
域

　
農
業
集
落
排
水
事
業
計
画
地
域
（

小
野
田
、
鶴
野
内
）
を
除
く
東
郷
町

内
全
域
。

二
、
補
助
金
の
交
付
内
容

　
東
郷
町
内
に
在
住
し
て
い
る
者
で
、

住
宅
に
1
0
人
槽
以
下
の
合
併
処
理
浄

化
槽
を
設
置
す
る
者
に
対
し
、
予
算

の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
こ
の
補
助
金
は
、
住
宅
を
新
築
す

る
場
合
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

す
る
者
、
単
独
浄
化
槽
を
合
併
処
理

浄
化
槽
へ
変
更
し
て
設
置
す
る
者
、

ま
た
は
、
現
在
汲
み
取
り
の
便
所
か

ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
改
造
設
置
す

る
者
に
対
し
て
、
工
事
費
の
】
部
を

補
助
す
る
も
の
で
す
。

三
、
工
事
は
、
専
門
の
業
者
に

　
浄
化
槽
の
設
置
工
事
を
行
な
う
こ

と
の
で
き
る
工
事
業
者
は
限
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
こ
で
町
で
は
合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
工
事
指
定
店
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
住
民
課
水
道
係
に

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

四
、
合
併
処
理
浄
化
槽
維
持
管
理
費

　
補
助
金
の
交
付

　
せ
っ
か
く
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
し
て
も
維
持
管
理
を
し
っ
か
り
し

な
い
と
処
理
効
果
が
現
れ
ま
せ
ん
。

　
浄
化
唱
法
で
は
、
定
期
的
に
保
守

点
検
、
清
掃
、
水
質
検
査
を
実
施
す

る
よ
う
義
務
づ
け
し
て
い
ま
す
。
町

で
は
こ
の
よ
う
に
義
務
づ
け
さ
れ
て

い
る
維
持
管
理
に
要
し
た
費
用
の
⊥
2

の
額
を
．
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
合
併
処
理
浄
化
槽
の
お
問

い
合
せ
ば
役
場
住
民
課
水
道
係
ま
で
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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防
火
ポ
ス
タ
ー
展

　　

@
表
彰

　
平
成
8
年
春
季
火
災
予
防
運
動
の

一
環
と
し
て
、
日
向
市
、
門
川
町
、
東

郷
町
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
防
火

ポ
ス
タ
ー
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
．
．

　
各
小
・
中
学
校
か
ら
一
、
　
一
五
五

点
の
出
品
が
あ
り
、
芦
屋
日
向
店
ア

ス
テ
ィ
ー
ハ
ー
ク
に
お
い
て
表
彰
式

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
．

　
特
別
表
彰
者
は
、
次
の
と
お
り
で

す
．
東
郷
町
長
賞
黒
田
成
美
（
坪
小

互
年
）
・
東
郷
町
議
会
議
長
賞
矢
野

智
r
（
坪
中
、
年
∵
東
郷
町
教
育
長

賞
海
野
恵
次
．
丈
東
小
三
年
）
・
日
向
市

消
防
長
賞
糸
平
裕
美
〔
東
小
二
年
）
・

東
郷
町
消
防
団
長
賞
策
野
宗
志
（
坪

中
一
年
）
・
危
険
物
安
全
協
会
長
賞

矢
野
華
織
（
東
小
三
年
）
・
寿
屋
日
向

店
長
賞
田
中
宏
和
戸
福
小
一
年
）

　
む
ド錦

窃
、

4
f

　
、
犠
の
、
s
－

肖『

@
　
　
　
　
　
印
＼
、

　
霧
ノ

議
、
齢
、

2
　
ぐ

’》

鶴、

き∵
　　　霊嵩

レ
町
長
表
彰
を
受
け
た

　
　
　
黒
田
成
美
さ
ん
の
作
品

“
標
準
小
作
料
”

　
　
が
決
ま
り
ま
し
た

　
標
準
小
作
料
制
度
で
は
、
三
年
毎

に
標
準
小
作
料
を
改
訂
（
設
定
）
す

る
こ
と
と
な
つ

讃
評
身

に
あ
た
り
、
後

の
表
に
設
定
さ

れ
ま
し
た
の
で

目
安
と
し
て
く

だ
さ
い
．
．

　
こ
れ
は
、

ヒ
σ

｝

〆

　
6

　
　
　
」

　
　
　
蜜
膨
）

　
　
　
　
り

じ
・
　
　
　
一

　
、
　
　
　
隅

　
　
　
　
　
農
業
委
員
会
が
そ
の
区

域
内
の
農
地
に
つ
い
て
、
自
然
的
条

件
、
利
用
及
び
管
理
上
の
条
件
等
に

応
じ
て
借
り
手
の
農
業
経
営
の
安
定

を
図
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
小
作
料

の
標
準
額
を
設
定
し
、
そ
れ
を
目
安

と
し
て
賃
貸
借
当
事
者
で
小
作
料
を

定
め
て
も
ら
う
こ
と
を
狙
い
と
し
て
、

こ
の
制
度
は
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
．
．

（
適
用
は
平
成
八
年
四
月
］
日
か
ら
）

農地の区分及び標準小作料

農地の
諱@分

小作料の

W準額
摘　　　要

上田 20．000円
10a当り

@400kg以ヒ

田 中田 14．000円
10a当り

R99kg～301kg

下田 9．000円
10a当り

@300kg以下

畑
標準額を
閧ﾟない

ぐ’

瀧

知
っ
て
お
き
た
い

　　

膜
ﾌ
に
つ
な
が
る
三
つ
の
要
因

　
四
～
六
月
は
、
田
植
え
の
季
節
で

す
。
全
国
の
米
の
生
産
地
で
は
、
田

を
な
ら
す
代
か
き
が
始
ま
り
、
苗
の

運
搬
、
田
植
え
と
、
忙
し
い
時
期
を

迎
え
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
は
、
農
作

業
に
よ
る
死
亡
事
故
が
毎
年
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。
年
間
三
百
五
十
～

四
百
件
の
農
作
業
に
か
か
わ
る
死
亡

事
故
が
起
き
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う

ち
鵯
越
〇
％
が
春
の
農
繁
期
に
集
中

緩09宅：

を幣
蕉

、）

。
護
馬

、

“
　
三

　
》
》
》

べ　
　
（
㌧

　
鴨
　
0

、
1り

♂

覧

1、偲Z

》
慰

●
oo

し
て
い
ま
す
。
平
成
五
年
は
全
国
で

三
百
七
十
一
件
の
死
亡
事
故
が
あ
り

ま
し
た
が
、
四
～
六
月
で
百
四
十
一

件
が
発
生
し
ま
し
た
。

▽　
　
死
亡
事
故
は

　
転
落
や
転
倒
に
よ
る
も
の

　
死
亡
事
故
は
、
大
き
く
分
け
て
①

農
業
機
械
作
業
に
よ
る
も
の
　
②
農

業
用
施
設
作
業
に
よ
る
も
の
　
③
そ

れ
以
外
の
作
業
に
よ
る
も
の
の
三
つ

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
例
を
み
て
み

ま
し
ょ
う
。

■
農
業
機
械
作
業
に
よ
る
も
の

　
乗
用
型
・
歩
行
型
ト
ラ
ク
タ
ー
、

動
力
運
搬
車
の
転
落
や
転
倒
に
よ
る

死
亡
事
故
が
目
立
ち
ま
す
．
．
道
路
わ

き
や
ほ
場
の
あ
ぜ
道
か
ら
、
用
水
路

や
が
け
に
転
落
・
転
倒
し
て
死
亡
す

る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
す
。
ほ
場
は

も
ち
ろ
ん
、
ほ
場
へ
の
行
き
帰
り
の

道
路
な
ど
で
も
十
分
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　
全
体
的
に
、
慣
れ
か
ら
く
る
操
作

ミ
ス
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
「
毎
年

や
っ
て
い
る
こ
と
だ
か
ら
」
と
気
を

緩
め
な
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
農
業
用
施
設
作
業
に
よ
る
も
の

　
死
亡
事
故
が
多
い
施
設
は
、
作
業

舎
、
畜
舎
、
ハ
ウ
ス
、
サ
イ
ロ
で
す
．

こ
の
う
ち
、
作
業
舎
と
ハ
ウ
ス
で
、

平
成
五
年
は
七
二
％
の
死
亡
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
．
．

　
農
業
機
械
作
業
と
同
じ
よ
う
に
、

こ
こ
で
も
多
い
の
が
施
設
で
の
墜
落

や
転
落
に
よ
る
事
故
で
す
．
．
足
を
滑

ら
せ
て
高
い
と
こ
ろ
が
ら
落
ち
、
死

亡
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
す
、

■
そ
れ
以
外
の
作
業
に
よ
る
も
の

　
農
業
機
械
や
農
業
用
施
設
作
業
以

外
で
の
死
亡
事
故
と
は
、
草
刈
り
、

ほ
場
の
見
回
り
、
果
樹
の
収
穫
作
業

な
ど
で
す
。

　
草
刈
p
，
で
刈
っ
た
草
を
ほ
場
で
燃

や
し
、
誤
っ
て
煙
に
ま
か
れ
て
死
亡

し
た
り
、
台
風
な
ど
が
き
た
と
き
に

ほ
場
を
見
回
り
、
河
川
や
用
水
路
に

転
落
し
た
り
し
て
死
亡
し
て
い
ま
す
。

▽　
　
安
全
確
認
を
し
て

　
　
作
業
は
無
理
を
し
な
い

　
農
作
業
事
故
は
、
①
人
的
要
因
、

②
環
境
的
要
因
、
③
機
械
的
要
因
か

ら
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ

が
一
つ
で
起
き
る
死
亡
事
故
は
少
な

く
、
重
な
り
合
っ
て
起
き
る
の
で
す
。

　
気
を
引
き
締
め
て
、
安
全
確
認
を

し
て
、
無
理
を
せ
ず
に
農
作
業
を
し

て
く
だ
さ
い
．
．
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イギリスの卒業式

　日本では4月に入学式が行なわれますが、イギリスでは学校は9月から始まります。これはイギリスと

日本の教育制度の違いの一つです。もう一つはイギリスの義務教育は16歳までです，また、イギリスは日

本と違って小・中・高校の卒業式はほとんどありません。学生たちが初めて卒業式の経験は大学を卒業す

る時です．

　私は4年間イギリスのシェッフェールド大学で勉強して平成6年の夏に卒業しました．日本と同じよう

に両親に見守られながら、体育館で卒業証書を受け取りました。しかし、日本の答辞と送辞のような習し

がないことは残念だと思います，この卒業証書以外卒業する日は大学の同級生の楽しいさよならパーティ

ーになります、

　私が考える卒業式の意味は一つの生活が終わってまた新しい生活が始まるということだと思います。卒

業する大学生はもちろん新しい生活を楽しみにしていますが、大学時代の友達や同級生と離れることは寂

しいことだと思います，

　日本で卒業式が行なわれる4月は大変良い時期だと思います。それは春分の後、春が始まる時期は復活

の意味を表すからです，また、春は開花の時期になります。日本では沖縄から北海道まで桜が咲いて行き

ます。東京に住んでいた時は、一L野公園で花見をしたり、お酒を飲んだり、公園で散歩をしたりしました。

　イギリスには桜はないですが、4月にリンゴの花が咲きます。昔からイギリスにはリンゴが育っていま

すから、リンゴはイギリスの伝統的な花です。イギリスのサマーセット州でサイダイーという有名なリンゴ

で作られているおいしいお酒もあります、

　入学した人も卒業した人も、皆新しい生活で頑張ってください。

宮
崎
県

　
　
ト
ラ
ク
タ
ー
耕

　
　
　
競
技
大
会

　
　
　
　
連
続
優
勝
〃

　
去
る
三
月
六
日
、
高
鍋
農
業
大
学

校
で
開
催
さ
れ
た
、
平
成
七
年
度
ト

ラ
ク
タ
ー
耕
競
技
大
会
に
お
い
て
東
郷

町
農
業
機
械
銀
行
受
託
者
部
会
会
員

で
、
迫
野
内
の
黒
木
作
次
郎
さ
ん
が

見
事
優
勝
い
た
し
ま
し
た
。
　
（
昨
年

は
、
田
野
の
田
中
保
雄
さ
ん
が
優
勝

し
て
い
ま
す
．
．
）
黒
木
さ
ん
は
昨
年
度

の
大
会
で
も
準
優
勝
し
、
栃
木
県
で

昨
年
八
月
開
催
さ
れ
た
全
国
ト
ラ
ク

タ
ー
耕
競
技
大
会
に
県
代
表
と
し
て

出
場
し
優
秀
な
成
績
を
収
め
て
い
ま

す
．
、　

ま
た
、
本
大
会
仲
深
の
前
川
浩
規

さ
ん
も
三
位
に
入
賞
し
、
東
郷
町
農

業
機
械
銀
行
受
託
部
会
の
技
術
の
高

さ
を
見
せ
つ
け
た
大
会
で
し
た
。

畜
産
だ
よ
り

　
三
月
期
和
牛
仔
共
進
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
八
頭
出
品
し

て
お
り
ま
す
．
、

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
．
．

東
臼
杵
郡
市
品
評
会

▽
雌
　
部
（
仔
牛
）

寺
原
義
雄
　
や
す
ひ
で
号
　
弐
等
賞

海
野
菅
也
　
は
る
か
号
　
　
弐
等
賞

藤
栄
岩
見
　
さ
か
え
号
　
　
弐
等
賞

三
浦
　
豊
　
ふ
じ
よ
号
　
　
弐
等
賞

▽
去
勢
部
（
仔
牛
）

永
田
浩
徳
　
雄
次
郎
4
号
　
壱
等
賞

小
川
　
勇
　
勇
桜
町
　
　
　
弐
等
賞

椎
葉
政
美
　
美
平
号
　
　
　
参
等
賞

　
団
体
成
績
は
六
位
で
し
た
．
．

児
湯
郡
市
品
評
会

▽
雌
　
部
（
仔
牛
）

海
野
　
直
　
あ
お
い
1
号
　
壱
等
賞

　
第
3
4
回
給
飼
料
郡
共
進
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
．
．
本
町
か
ら
六
点
出
品

し
て
お
り
ま
す
．

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
．
．

▽
乾
草
の
部

坪
谷
　
矢
野
昭
市

仲
深
．
那
須
哲
男

▽
サ
イ
レ
ー
ジ
の
部

坪
谷
　
田
中
次
郎
喜

仲
深
　
水
野
藤
雄

坪
谷
　
海
野
菅
也

坪
谷
　
岡
村
増
義

弐
等
賞

弐
等
賞

優
等
賞
首
席

　
　
壱
等
賞

　
　
弐
等
賞

　
　
弐
段
目
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一＼
晶メ

　野湾市長来町〃

農　本町と姉妹都市となっている沖縄県宜野湾市の桃原正

賢市長が、姉妹都市提携10周年を記念してこのほど来書

しました．

　今年7月に本町が若山牧水の歌碑を10周忌記念として

宜野湾市に送りましたが、今回の来町はそのお礼として、

沖縄県に住む日本でも有名な画家、興那覇長大さんの油

絵を本町に贈るためでした＝贈られた油絵は一伊野波節

といっ題で、この作品のモデルになっている女性は琉球

舞踊の大家であるE城節義・先生だということです，

茎夏】【】【．茎＝星－】【■ヨ【コ【一－翼【一〔謹＝【濫■－■i璽】【夏互．】【一【三三【璽「茎コ【雪［ーコ【君「夏一重茎【コ【互ヌ「夏置一．三．塁重ぎ三尊夏互享三：軍無二】【H｛璽亘国璽重鎌髭

　＿　漁　　．弘　 、、．。｛

　　　　　、　Ψ

至三r O二夏一翼「玉「歪．．葦：置一更量．．璽璽＝互乱

　　　　　　　占嘆　　　　　　金婚式
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一これからも元気で仲良く
　　　　　　　　　　　　　　　　幽

　　　　　　　　　　　　　　　　今年で第5回目を迎えた、東郷町合同金婚式が町中央

　　　　　　　　　　　　　　：公民館で行なわれました，今年度は町内の9組の夫婦が

　　　　　　　　　　　　　　　めでたく金婚を迎えられ、都合で出席出来なかった一組

　　　　　　　　　　　　　　　の夫婦を除き8組の夫婦が式に出席されました，式では

　　　　　　　　　　　　　　　木村映一一町長から出席した夫婦全員に金婚証書と記念品

　　　　　　　　　　　　　　　が手渡されました．
．　　　　　、．　　　、　　　：　今年金婚を迎えられた夫婦は、昭和20年から21年にか

　　　　　　　　　　　　　　’けて結婚をした夫婦ということで、終戦後の誇労した生

　　　　　　　　　　　　　　　活のことなどなつかしそうに話をしていました、

　一塁豆三：軍－互一＿垂．ーユ且」三二｝三二茎一茎「－置【三＝】【－】［軍：董コ【茎量．－玉＝三一互．三．璽【亙茎互至軍重一三．璽茎互童＝璽

讐＼牒
／

ノ

一榊　　特産品加工料理教室閉級式
3月12日火II　　一鶴野内農産加工所．一

琶岬｝哺馴騨岬一』…一

　生涯学習講座の中で開設されていた特産品加工料理教室の

閉級式が、鶴野内農産加工所で行なわれ、受講生を代表して

羽坂の福永真澄さんに木村映一町艮から修了証が手渡されま

した，

　また、当日は閉型式のあと昼食会もあり、一年間の成果を

発揮し町内で生産された素材を生かして調理した一ふるさと

の香り漂う一品々を食膳に並べ、おいしい料理に舌つづみを

打っていました、今後、この経験を生かされ各地域でり口工技

術の伝承などに御活躍されることを期待しています＝

．【蓋ま互夏－τ－－

　
重葦茎至呈二茎茎：亙亙－塁【．藍一丁茎：茎璽茎HH藍互ま璽；茎茎：璽葦コ【璽－－．ττ｛．夏翼夏－雲雪茎至コ【亘重■毫ぎコ【夏．－軍．三至互．

平成7年度農業・農村リーダー研修会

含月14百オ⊂1　　一中央公民館一

　将来の農業経営の発展を明らかにし、効率的かつ、安

定的な農業経営体の育成を図るとともに、農村の現場で

活躍している農村女性を含めた農業・農村リーダーの育

成を図ることを目的として行なわれたものです、

　研修会では、清本鐵工KK．顧問の高森勅氏元農業改良

普皮所長1を講師として迎え　女性とは　開発と発想の

轍一を樋に離が行なわ才L・封IIし濃業濃髄／i
リーダーは終繍：こ耳をfヒ貞けていました． ﾚ」

欝畜
愛
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　　　　　ノくりへ

　　　東郷町鳶

がわ
謙趣

　
　
　
人

　
6
5
畠
σ
．

ひ
自
瓢
・
　
　
，

　
　
　
「

　
　
　
　
馳

　
　
　
　
や
一

や罐
　　　傘
　●
三一、、

　（ 　
●

、
隔

響
　
■
．

匿

，

り1

　　　’

メ
代貰

㍗

さ
ん
（
4
4
歳
）

．
㍗
、
r
驚

　
　
　
御
糧
窪
譲
，

o
出
身
地

　
寺
迫
庭
田

。
生
年
月
日

　
昭
和
二
十
六
年
六
月
二
十
三
日

O
実
家
の
現
在
の
世
帯
主

　
黒
木
睦
實
さ
ん
（
兄
）

o
現
在
の
住
所

　
宮
崎
市
　
本
郷
北
方

　
宮
崎
空
港
の
近
く
で
美
容
室
を
経

営
し
て
い
る
高
橋
さ
ん
．
、

　
現
在
は
、
ご
主
人
と
短
大
二
年
生

の
長
女
、
中
学
三
年
生
の
二
女
の
四

人
家
族
で
、
主
婦
と
仕
事
と
の
両
立

で
毎
日
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
．
一

　
　
　
全
国
一

　
東
郷
町
は
、
皆
さ
ん
誰
で
も
思
っ

て
い
る
様
に
、
自
然
豊
か
な
町
で
す
．

こ
の
豊
か
な
自
然
を
保
護
し
、
守
る

事
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
人
の
手
を
加

え
、
経
済
を
豊
か
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
資
源
は
、
沢
山

あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
今
か
ら
は
、
地

方
の
時
代
だ
と
思
い
ま
す
。
若
い
人

★
「

み
3
さ
と
6
思
い
出
健
な
し

「
★

身
近
な
ふ
る
さ
と
東
郷
町

　
宮
崎
市
に
住
ん
で
は
や
二
十
数
年

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
．

　
東
郷
町
で
過
ご
す
よ
り
長
い
年
月

を
宮
崎
で
暮
ら
し
て
い
る
私
が
、
ふ

る
さ
と
と
し
て
思
い
出
さ
れ
る
事
と

言
え
ば
、
小
学
校
二
年
の
時
、
遠
足

で
「
だ
る
水
」
に
行
っ
て
、
帰
り
は

現
地
解
散
だ
っ
た
の
で
自
分
の
家
が

す
ぐ
近
く
で
嬉
し
か
っ
た
事
や
、
現

在
ゴ
ル
フ
場
に
な
っ
て
い
る
辺
り
か

ら
野
栗
夕
」
拾
い
な
が
ら
帰
っ
た
り
、

中
学
校
の
帰
り
に
は
、
「
ろ
く
た
ろ
う
」

に
あ
る
お
地
蔵
さ
ん
の
近
く
に
、
キ

ュ
ウ
ィ
を
小
さ
く
し
た
様
な
木
の
実

で
味
も
キ
ュ
ウ
ィ
に
似
て
甘
ず
っ
ぱ

く
、
お
い
し
か
っ
た
実
を
山
梨
と
呼

ん
で
い
た
事
、
ま
た
、
中
学
校
を
卒

業
す
る
前
に
は
畑
倉
山
に
友
達
と
登

っ
た
事
、
同
じ
地
区
に
同
級
生
が
十

一
人
い
て
、
楽
し
い
通
学
を
し
た
事

こ
向
け
て
発
信
を
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
o

が
生
き
生
き
暮
せ
る
。
若
い
人
が
東

郷
町
に
残
っ
て
く
れ
る
町
に
な
っ
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
ま
す
ま
す
若
い
人

の
力
で
盛
り
立
て
て
い
っ
て
、
ど
ん

ど
ん
全
国
に
向
け
て
発
信
し
て
い
っ

て
く
だ
さ
い
。

な
ど
色
々
思
い
出
さ
れ
ま
す
が
、
文

章
に
す
る
と
大
変
難
し
く
ま
だ
ま
だ

書
き
尽
く
せ
ま
せ
ん
が
、
私
に
と
っ

て
東
郷
町
は
身
近
な
ふ
る
さ
と
で
す
。

＼レ
美
々
津
ゴ
ル
フ
場
か
ら
見
た
畑
倉
山

お
旧
び
と
訂
正

一癌樹柵

　
先
月
号
で
紹
介
し
ま
し
た
新
】
年

生
の
名
前
の
な
か
で
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
の
で
訂
正
し
て
お
俺
び
致
し
ま

す
．
、東

郷
小
学
校
　
三
浦
光
一
郎
く
ん
↓

三
浦
光
一
旧
く
ん
・
田
原
康
章
く
ん

↓
原
田
康
章
く
ん

坪
谷
小
学
校
　
三
浦
智
春
く
ん
↓
海

野
智
春
く
ん
・
以
上
訂
正
致
し
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
．
．

構噺樹聖駄琳阿冊飛一
出樹覇「帖噸瓶皆棄．誘奪舗篭舗竃」「亜．瓢瓶w唾」汽帖噸輩」旨篭」汽壕」馬車鴇吃

写
楽
の
絵
う
な
づ
き
て
見
る
病
む
夫
に

贈
り
て
呉
れ
し
妹
の
名
告
ぐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
秀

病
む
夫
に
付
添
い
本
読
む
一
時
を

窓
の
樟
葉
の
風
に
揺
れ
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
久
子

歳
月
の
流
れ
に
沿
い
て
庭
の
梅

い
つ
し
か
蕾
ふ
っ
く
ら
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

零
れ
陽
射
す
杉
の
木
立
に
踏
み
入
れ
ば

野
い
ち
ご
一
群
紅
の
実
冴
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
f

暖
か
き
日
向
の
国
に
住
む
な
れ
ば

雪
深
き
地
に
魅
か
れ
ゆ
く
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
子

亡
き
母
に
無
性
に
逢
ひ
た
き
時
の
あ
り

生
き
て
い
ま
さ
ば
今
年
百
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

時
た
ま
に
耳
川
望
み
ぼ
ん
や
り
と

訳
な
く
停
つ
も
生
き
の
証
か

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
イ
セ

東
郷
の
シ
ン
ボ
ル
な
れ
ば
開
発
の

斧
は
入
れ
ま
じ
冠
躊

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
占
市

手
造
り
し
七
宝
曉
の
光
る
な
り

妻
の
指
輪
と
わ
が
タ
イ
ピ
ン
と

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
録
司

九
十
二
の
天
寿
に
逝
き
し
母
思
ひ

歳
旦
の
ひ
か
り
肢
し
く
浴
び
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄
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▼題「みかんがりにいったよ」

　　　福瀬上三二の

平野敏明くん5歳．
父：平野浩二さん

母：　　真澄さん

。好きな食べ物は何ですか？

　フーメン

○好きなテレビ番組は何で

　すか？

　カーレンジャー

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　野球の選手

、
㍉

　　二瀬仲野原二の

直野義大くん．5歳1

父：直野夏美さん

母：　美智代さん
。好きな食べ物は何ですか？

　　カレー、みそ汁

O好きなテレビ番組は何で

　すか？

　カーレンジで一

〇大きくなったら何になり

　たいですか？

　柔道の選手

驚

噂　　　覧一

の／

　
サ
　
さ

鎚、

A
凋
　
了
㌔

　
肖
拶←軽

一

二
　　　　、

亀

　　1

ノく

▲題「おいもほりをしたよ」

・
γ
・
Y
・
Y
・
Y
・
7
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
γ
・
Y
・
Y
・
Y
・
γ
・
Y
・
Y
・
T
・
γ
・
Y
・
Y
・
T
・
Y
・
Y
・
Y
・
T
・
Y
・
7
・
Y
・
Y
・
γ
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
∴
▼
・
Y
・
Y
・
7
・
Y
・
7
・
7
・
Y
・
T
・
7

享。霊．’窃一
街の古舌題

軽蹟一　東郷町議会

　　表彰を受ける

　2月27日宮崎観光ホテ

ルで開催された、第47回

宮崎県町村議会議長会定

期総会において、本町の

議会が全国町村議会議長

会の表彰を受けその伝達

式が行なわれました。

　この表彰は、．議会運営

の向上に努め住民福祉を

増進した功績が評価され

たものです。また、議員

として長期在職されてい

る寺原國義氏も、表彰を

受けています。

、
｛

画
回
想
回
㊨
回

自
転
車
に
は
防
犯
登
録
を
し
ま
し
よ
う

　
平
成
七
年
中
の
自
転
車
戸
難
事
件

は
、
約
三
、
O
C
C
件
発
生
し
ま
し
た
．
．

昨
年
に
比
べ
て
約
三
割
減
少
し
て
お

り
、
こ
れ
は
自
転
車
防
犯
登
録
の
普

及
や
カ
ギ
掛
け
（
ド
ア
ロ
ッ
ク
運
動
）

の
徹
底
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
．
特
に
、
自
転
車
防
犯
登
録
を
し

て
お
れ
ば
、
盗
難
自
転
車
や
拾
得
自

転
車
の
所
有
者
を
即
座
に
確
認
す
る
こ

と
が
出
来
、
自
転
車
の
盗
難
防
止
と
早

期
返
還
に
有
効
な
手
段
と
な
り
ま
す
、

　
ま
た
、
平
成
六
年
六
月
か
ら
自
転

車
の
防
犯
登
録
が
義
務
．
つ
け
ら
れ
ま

し
た
、
、
新
車
は
も
ち
ろ
ん
中
古
車
も

防
犯
登
録
が
出
来
ま
す
の
で
、
最
寄

り
の
防
犯
登
録
取
り
扱
い
店
で
登
録

し
て
く
だ
さ
い
．
．

☆
自
転
車
に
は
、
住
所
・
氏
名
を
記

　
載
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

乗物盗等の発生状況（平成7年中）

区　　分 件数（前年対比〉

宮崎県の刑法犯 11．614〔一232＞

うち窃盗犯 10．128〔一252〕

自　転　車回 2．997〔一891）

窃盗犯に占め
驫ы

29．6（一．7．9ポイント）

東郷町内で発生した交通事故

発生場所 1月 2月 3月 合計

鶴野　内　地区 3件 0件 3件

福　　瀬　　地　　区 1件 1件 2件 4件

小野　田　地　区 2件 3件 5f牛

田野・羽坂地区 0件 1件 1件

坪　　谷　　地　　区 0件 3件 3件

寺　　迫　　地　　区 0件 0件 0件

ぺ重原・迫野内地区 0件 0件 0件

計 6件 8件 2件 16件

『國
5
‘
7
‘
　
P
」
，
F
P
‘
噛
F
‘
，
「
●
ξ
「
‘
‘
．
‘
医
し
‘
‘
■
‘
　
‘
．
‘
‘
，
F
P
君
噛
，
P
書
．
「
，
書
，
5
ε
噛
，
P
書
幽
．
・
砦
，
，
「
，
ζ
「
F
，
野
脚
「
‘
2
レ
ー

　
　
二
月
二
十
三
日
に
日
向
警
察
署
東

　
郷
駐
在
所
（
所
長
・
久
保
正
警
部
補
）

　
　
の
落
成
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
，

　
　
事
務
所
は
、
杉
を
使
っ
た
ロ
グ
ハ

ウ
ス
風
で

車
い
す
用

の
ス
ロ
ー

プ
を
取
り

寸
ナ
、
・
L

　
　
　
馬

で
一

国
場
も
以

前
よ
り
広

く
な
り
ま

し
た
，

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉

レ
落
成
式
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

。
り

“、
」

亀
う

ど鞘

日
本
育
英
会
宮
崎
県
支
部

　　

@　

@　

@　

@
奨
学
生
募
集

　
日
本
育
英
会
宮
崎
県
支
部
で
は
、

平
成
8
年
度
の
奨
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
、

※
平
成
8
年
度

　
高
等
学
校
奨
学
生
の
募
集

▽
対
象
学
年
　
全
日
制
・
定
時
制
・

通
信
制
・
専
攻
科
の
全
て
の
課
程
に

在
籍
す
る
全
学
年

▽
貸
与
月
額
・
採
用
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
単
位
一
円

一
的
年
咳

P
警
，

虚
8

採
5 7

用
実
蓼

年
芙
学

舞
実
「
幽
’

1 1

3 4 自

3
4

8
0

1
：
o 宅

田

3
人

点
「
〔
〕

占
－
〔
〕

貝
し

公
立

8 8 外

2 2

5 6 自

ヨ 8 8
二も

私

つ 0 【」

0 9 ？ 自
人 馳

〔
〕

〔〕 ℃ 立

8 8 外

▽
貸
与
始
期
　
平
成
8
年
4
月
か
ら

最
短
修
業
年
限
ま
で
継
続
貸
与

▽
締
切
期
限
　
高
等
学
校
か
ら
支
部

へ
の
推
薦
締
切
日
（
第
】
回
締
切
）

5
月
8
日
（
水
）
・
（
第
二
回
締
切
）
6
月

7
日
（
金
）
・
（
第
三
回
締
切
）
7
月
1
7

旦
水
）

※
平
成
9
年
度

　
高
等
学
校
⊥
局
評
論
門
学
校
奨
学

　
生
予
約
採
用
の
募
集

▽
対
象
学
年
　
中
学
校
又
は
、
盲
・

ろ
う
・
養
護
学
校
の
中
学
部
の
第
3

学
年
に
在
学
し
、
平
成
9
年
度
に
高

等
学
校
・
盲
・
ろ
う
・
養
護
学
校
の

高
等
部
長
は
高
等
専
門
学
校
へ
進
学

す
る
希
望
を
持
っ
て
い
る
者

▽
貸
与
月
額

田
高
等
学
校

私 国
＝
う、

⊥一 二
⊥L 髄ノ曹

2
6

1
4

自
｛

、 一モニ

0
（
，

通
0
0
円

0
0
円

学
者

3 1 自
1 9 宅

、
0

、
o

外

。 o 通
0

⊂
｝ 学

円 円 者

働
高
等
専
門
学
校

私
国
◎

ノ昏

L　一 二
⊥

一」∫一

2
8

1
7

自
｛

、 毛
0 0

通
　
　
」
0
0
F

O
o
l
q

学
者

3 1 自
1 8

宅
。 5 外

。 o 通
（
⊃

⊂
1 学

円 円 者

▽
貸
与
始
期
　
平
成
9
年
4
月
か
ら

最
短
修
業
年
限
ま
で
継
続
貸
与

▽
締
切
期
限
　
中
学
校
か
ら
支
部
へ

の
推
薦
締
切
日
　
5
月
2
4
日
（
金
）

　
以
上
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が

さ
ら
に
詳
し
い
こ
と
が
お
知
り
に
な

り
た
い
方
は
、
日
本
育
英
会
宮
崎
県

支
部
T
E
L
O
9
8
5
1
2
4
1
2

0
5
0
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
．
．

、
（

・
懸（

・
、
）

　
㊥
㊥

置一躍置凶
「
”
四
脚
的
”
騎
胸
⑳
睡
幽
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賢
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N
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N
開
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脚
脚
髄
開
脚
帥
”
闘
包
囲
囲
国
訓
闘
N
“
髄
図
n
賢
鱈
”
瞬
旧
附
闘
凶
”
骸
図
”
髄
駒
髄
隔
駒
髄
隔
h
齢
貿
国
蝕
齢
』
嚇
賢
図
”
騨
』
齢
貿
h
”
瞬
図
髄
貿
隔
”
騎
図
”
隣
脚
帥
鱒
脚
齢
騎
附
脚
賢
N
”
阿
脚
闘
図
国
闘
脚
図
胴
闘
図
”
脚
図
卵
脚
図
四
闘
髄
胴
囲
図
門
脚
脚
四
囲
髄
門
脚
図
囲
圏
図
卵
脚
図
脚
圏
図
”
闇
瀞

Q
＆
A
⑥

0
4
月
か
ら
保
険
料
は
1
2
、
3
0
0

円
で
す

　
平
成
8
年
度
は
、
・
月
よ
り
国
民

皿
年
金
の
保
険
料
が
現
行
の
月
額
1
1
、

　
…
円
か
・
・
2
、
…
円
に

　な

E
ま
す
。
付
加
年
金
を
か
け
て
い

置
る
方
は
1
2
、
7
0
0
円
で
す
。

　
保
険
料
の
未
納
は
長
窪
・
・
、

皿
ま
す
ま
す
納
め
に
く
く
な
る
ば
か
り

呂
で
な
く
、
突
発
的
な
事
故
等
が
起
き

た
場
合
に
わ
ず
か
の
未
納
期
間
の
た

揖

め
に
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
未
納
期
間
が
長
す
ぎ
る
と

老
齢
基
礎
年
金
も
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
保
険
料
は
毎
月
納
め

忘
れ
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

O
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
2
0
歳
か
ら

60

ﾎ
ま
で
の
間
、
納
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
間
に
は

い
つ
も
安
定
し
た
生
活
だ
け
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
収
入
が
少
な
い
、
病
気

で
働
け
な
い
な
ど
の
理
由
で
、
保
険

料
を
納
め
た
く
て
も
納
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
人
も
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
人
の
た
め
に
保
険
料
の
免
除
制
度

が
あ
り
ま
す
。
免
除
制
度
に
は
「
法

定
免
除
」
と
「
申
請
免
除
」
の
2
つ

が
あ
り
ま
す
が
、
条
件
に
該
当
す
れ

ば
県
知
事
か
ら
承
認
さ
れ
た
期
間
の

保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
住
民
課
保

険
年
金
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

∩
ぎ
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表
紙
へ
牧
水
○
一
7
3
、
の
解
説

　
表
紙
の
う
た
「
な
つ
か
し
き
城
山

の
鐘
鳴
り
出
で
ぬ
幼
か
り
し
円
き
き

し
如
く
に
」
．
、

　
坪
谷
尋
常
小
学
校
を
卒
業
（
当
時

は
四
年
制
）
し
た
牧
水
が
延
岡
に
出

て
延
岡
高
等
小
学
校
で
三
年
間
、
ひ

き
続
き
県
立
延
岡
中
学
校
（
現
在
延

岡
高
校
）
で
五
年
間
、
計
八
年
間
の

学
業
生
活
を
延
岡
で
過
ご
し
た
こ
と

は
皆
さ
ん
ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。

　
延
岡
の
市
民
の
皆
さ
ん
達
に
親
し

ま
れ
て
い
る
城
山
に
は
、
そ
の
頃
か
ら

頂
上
に
鐘
つ
き
堂
が
あ
り
】
時
間
ご

　
　
　
ヒ
き
セ

と
に
時
を
知
ら
せ
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
す
か
ら
、
牧
水
は
朝
に
夕
に
こ

の
鐘
の
音
を
聞
い
て
過
し
た
の
で
す
。

　
　
　
渡
　
邊
　
邦
　
彦

　
こ
の
「
な
つ
か
し
き
…
…
」
の
歌

は
昭
和
二
年
二
九
二
七
・
四
十
二

歳
）
七
月
の
作
で
す
。
こ
の
年
、
牧

水
は
喜
志
子
夫
人
を
伴
っ
て
朝
鮮
旅

行
を
し
ま
し
た
が
、
そ
の
帰
り
に
母

方
の
叔
父
長
田
観
禅
の
い
る
台
雲
寺

を
訪
ね
て
い
ま
す
、
そ
の
時
詠
ん
だ

も
の
で
、
こ
れ
が
延
岡
最
後
の
歌
と

な
り
ま
し
た
．
．

　
な
お
、
「
城
山
の
鐘
」
を
詠
ん
だ

歌
が
も
う
】
首
あ
り
ま
す
。
「
ふ
る

さ
と
に
帰
り
来
り
て
ま
つ
聞
く
は
か

の
城
山
の
時
告
ぐ
る
鐘
」
で
す
。
こ

の
歌
は
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
・

　　躍　　一・　一一

三
十
九
歳
）
の
春
、
父
立
憲
の
十
一
二

回
忌
の
法
要
を
す
る
た
め
ト
一
年
ぶ

り
に
帰
郷
し
ま
し
た
が
、
そ
の
時
、

延
岡
を
訪
ね
て
詠
ん
だ
歌
で
す
。

　
城
山
の
鐘
と
共
に
過
ご
し
た
延
岡
、

ひ
さ
し
ぶ
り
に
聞
く
鐘
の
ひ
び
き
、

そ
の
少
年
時
代
を
懐
か
し
ん
で
い
る

の
で
す
．
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⑩

・
《
1
．

ハ、
、

亀
う

ど
ウ
ノ
ノ謝

圏四
器

等
量

雨
気
碑
前

4

月
1

日

肩
而
時
3P

分
～

　　　　　お知らせ
〈　イこレ7二二ー・ション》ミΣΣ〉

戦
没
者
合
同
追
悼
式

▽
日
時
　
4
月
9
日
〔
金
）
1
0
時
～

▽
場
所
　
成
願
寺

納
税
組
合
長
野

▽
日
時
　
4
月
1
9
日
（
金
）
　
1
0
時
～

▽
場
所
　
町
中
央
公
民
館
（
体
育
館
）

区
長
・

　
組
合
長
合
同
会

▽
日
時
　
4
月
2
5
日
（
木
）
9
時
3
0
分
～

▽
場
所
　
町
中
央
公
民
館
（
体
育
館
）

入
園
・
入
学
式

▽
4
月
4
日
（
木
）

　
鶴
野
内
保
育
園

▽
4
月
5
日
（
金
）

　
坪
谷
保
育
園

▽
4
月
8
日
ρ
月
）

　
中
学
校

▽
4
月
1
0
日
（
水
）

小
学
校

▽
4
月
1
1
日
〔
木
）

繍
（
美
々
津
中
学
校
含
む
）

東
郷
幼
稚
園
・
寺
迫
幼
稚
園

手
話
講
習
会

　
　
　
　
受
講
生
募
集

　
東
郷
手
話
サ
ー
ク
ル
で
は
平
成
8

年
度
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
．
．

日
時
　
毎
週
火
曜
日
夜
7
時
～
9
時

場
所
　
町
中
央
公
民
館

期
間
　
平
成
8
年
4
月
～
9
年
3
月

受
講
料
　
3
f
円
程
度

締
切
　
4
月
1
2
日

申
込
み
先
　
町
社
会
福
祉
協
議
会
又

　
　
　
　
は
役
場
寸
寸
生
活
課

犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

　
平
成
7
年
4
月
の
狂
犬
病
予
防
法

の
改
正
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
毎
年
行

な
わ
れ
て
い
た
「
犬
一
の
登
録
が
、
「
犬
一

の
生
涯
に
1
回
と
な
り
ま
し
た
．

　
た
だ
し
、
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、

従
来
ど
お
り
毎
年
1
回
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
．

　
な
お
、
飼
い
主
の
方
は
次
の
点
に

も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
次
の
場
合
、
犬
の
飼
い
主
の
方
は

　
市
町
村
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
、
．

■
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
と
き

●
飼
い
犬
の
所
在
地
が
変
わ
っ
た
と
き

■
飼
い
主
の
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ

　
た
と
き

■
飼
い
主
が
変
わ
っ
た
と
き

◎
鑑
札
と
注
射
済
票
を
、
必
ず
犬
に

　
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
飼
い
主
の
み
な
さ
ん
は
以
上
の
点

に
注
意
し
て
、
き
ち
ん
と
手
続
を
済

に
注
意
し
て
、
き
ち
ん
と
手
続
を
済

ま
せ
て
か
ら
犬
を
飼
う
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
．
．

交
通
事
故
巡
回
相
談

　
平
成
7
年
の
県
内
の
交
通
事
故
は

発
生
が
4
1
0
0
件
を
超
え
、
死
者

数
、
負
傷
者
数
と
も
に
前
年
を
上
回

る
結
果
で
し
た
、

　
県
で
は
、
こ
の
よ
う
な
交
通
事
故

の
被
害
者
救
済
対
策
と
し
て
次
の
日

程
で
交
通
事
故
巡
回
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
、
交
通
事
故
で
お
悩

み
の
こ
と
が
あ
る
方
は
、
是
非
ご
活

用
く
だ
さ
い
．
．

▽
日
時
　
4
月
1
8
貝
杢
1
0
時
半
～
1
4
時
半

▽
場
所
　
日
向
市
中
央
公
民
館

有
害
鳥
獣
駆
除
許
可

申
請
が
変
わ
り
ま
す

　
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
林
作
物
等
の

被
害
防
止
の
た
め
に
行
う
有
害
鳥
獣

駆
除
に
つ
い
て
は
平
成
8
年
4
月
－

日
か
ら
次
の
鳥
獣
が
市
町
村
許
可
と

な
り
ま
歩
．
．

鳥
類
は
、
ゴ
イ
サ
ギ
・
キ
ジ
バ
ト
・

ヒ
ヨ
ド
リ
・
ニ
ュ
ウ
ナ
イ
ス
ズ
メ
・

ス
ズ
メ
・
ム
ク
ド
リ
・
ミ
ヤ
マ
ガ
ラ

ス
・
ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス
・
ハ
シ
ブ
ト

ガ
ラ
ス
・
ド
バ
ト

獣
類
は
、
ノ
ウ
サ
ギ
・
タ
ヌ
キ
・
イ
ノ

シ
シ
・
シ
カ
・
ノ
イ
ヌ
・
ノ
ネ
コ
・
サ
ル

　
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
林
政
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

老
人
医
療
の

一
部
負
担
金
の
改
定

　
老
人
医
療
を
受
け
ら
れ
て
い
る
入

の
病
院
窓
口
で
支
払
っ
て
い
る
一
部

負
担
金
が
次
の
よ
う
に
改
定
さ
れ
ま

す
．
（
平
成
8
年
4
月
1
日
か
ら
）

●
外
来
（
一
月
）

　
］
、
C
一
（
）
円
↓
一
、
〔
）
二
（
．
）
円

●
入
院
〔
一
日
）

　
七
C
C
円
　
↓
七
】
C
円

今
月
の
古
紙
回
収
日

▽
日
時
　
4
月
2
1
日
（
日
）
9
時
～
1
6
時

▽
場
所
　
羽
坂
不
燃
物
処
理
場

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
4
月
1
6
日
目
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

行
政
相
談

1＿＿　至日き

は期期　　1享

善
美6

灯

忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
．

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
．

〔
3
月
5
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
〕

◎
越
表
の
河
野
剛
さ
ん
か
ら

（
ケ
サ
子
さ
ん
・
8
1
歳
逝
去
）

◎
福
瀬
の
新
名
ト
シ
子
さ
ん
か
ら

（
榮
次
郎
さ
ん
・
8
7
歳
逝
去
）

◎
田
野
の
中
野
孝
さ
ん
か
ら

（
ケ
サ
ノ
さ
ん
・
8
3
歳
逝
去
）

、
・
＝
　
　
　
●

　
　
（
二
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

中
野
ケ
サ
ノ

黒
木
　
ハ
ツ
エ

黒
木
榮

新
名
榮
次
郎

河
野
奪
子

寺
原
キ
ヲ
氏
名

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

（平橋

ｼ口

ﾝ年
艪ｫ光

（中古

芍黷

｢武
ﾂ三蔵

氏
名

結
婚
お
め
で
と
う

梅
田
隼
光

矢
野
は
る
か

黒
木
直
希

海
野
祐
樹

蛮
芝
旧
名

83

ﾎ

95

ﾎ

65

ﾎ

87

ﾎ

81

ﾎ

82

ﾎ
年
齢

裕
治

恒
人

啓
一

憲
明

維
営

田
　
野

小
野
田

迫
野
内

福
瀬

越
表

小
當

住
所

延
岡
市

小
雷

延
岡
市

越
表

住
所

福
瀬

坪
谷

寺
迫

越
表

住
所

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉


	野川流域木材加工団地造成工事完成
	あなたの体、大丈夫ですか？
	合併処理浄化槽設置に補助金
	防火ポスター展表彰
	“標準小作料”が決まりました
	知っておきたい－事故につながる三つの要因
	宮崎県トラクター耕競技大会連続優勝
	宜野湾市長来町
	金婚式－これからも元気で仲良く
	特産品加工料理教室閉級式－鶴野内農産加工所
	平成7年度農業・農村リーダー研修会
	わがふるさと東郷町－高橋トメ代さん
	ちびっこギャラリー　東郷幼稚園
	街の話題－東郷町議会表彰を受ける
	日本育英会宮崎県支部奨学生募集
	年金　Ｑ＆Ａ

